
（様式４） 

重要取組シート 

取組項目 「財政危機」からの脱却 

現状・課題 

 平成 28 年度以降、恒常的な収支不足が発生し、それに対応するために基金を取

り崩して財政運営を行ってきた。令和 4 年 2 月の財政収支見通しでは、「堺市財政

危機脱却プラン（案）」の取組や市税等の増加により大幅に収支改善することを示すこと

ができたが、収支不足の解消には至っておらず、依然として非常に厳しい財政状況であ

る。 

今後、同プラン（案）の取組を着実に進め、あわせて更なる取組の追加・具体化を

図り、「真に健全な財政」の実現に向けて、引き続き取組を進める必要がある。 

取 組 の 

内  容 

○財政危機脱却に向けた予算編成 

・財政危機からの脱却に向け、令和 5年度当初予算編成に取り組む。 

・令和 5 年 2 月に公表する財政収支見通しにおいて、令和 12 年度までに収支均

衡を実現する目途を立てる。 

○受益者負担の見直し 

 「受益者負担の基本的な考え方」に基づき、各所管課の使用料・手数料等の見直

しを推進する。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
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前期 

（～7月） 

□ 同プラン（案）へ追加する取組項目の検討（4月～7月） 

□ 使用料・手数料等の受益者負担の見直し（4月～12月） 

中期 

（～11月） 

□ 令和 5年度当初予算編成方針の策定（10月） 

□ 令和 12年度の収支均衡を見据えた当初予算編成の実施（10月～） 

後期 

（～3月） 

□ 令和 5年度当初予算案の策定（2月） 

□ 財政収支見通しの公表（2月） 

次年度 

以降 

□  引き続き、同プラン（案）等の取組を着実に進め、「真に健全な財政」の実現を  

 図る。 
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前期 

（～7月） 

□ 同プラン（案）へ追加する取組項目の検討（4月～7月） 

 

中期 

（～11月） 

□ 令和 5年度当初予算編成方針の策定（10月） 

□ 令和 12年度の収支均衡を見据えた当初予算編成の実施（10月～） 

後期 

（～3月） 

□ 令和 5年度当初予算案の策定（1月） 

□ 財政収支見通しの公表（1月） 

□ 堺市財政危機宣言の解除（1月） 
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